
 

  

基本目標Ⅳ 安全安心なスポーツ活動のための環境整備 

推進項目 

（１）スポーツ施設の整備等 

（２）スポーツ施設の利用促進 

（３）安全なスポーツ活動の推進 

 

 施策の実施内容（DO）及び評価（CHECK）                    

・老朽化に伴い予定されていた改修等工事（国体記念テニスコート照明設備 LED 化、武道

館会議室エアコン更新、国体記念体育館大規模改修工事【令和 5 年度継続】）を実施した

ほか、各体育施設の修繕について危険性が高いものを優先的に実施した。  

  

 

 施策としての現状評価                             

・施設の老朽化や経年劣化が大幅に進んでいることから、「体育施設整備方針」に基づきな

がら計画的な修繕や施設の長寿命化に向けた耐震改修工事等の実施、検討を進めていく

必要がある。 

 

 改善の内容（ACTION） ／ 令和５年度以降の計画（PLAN）            

・新型コロナウイルス感染症の 5 類移行に伴い行動制限がなくなることで、施設利用者数

が大幅に変動するが、利用者が安全安心に体育施設を利用できるよう努めていく。 

・スポーツ施設の管理運営を効果的かつ効率的に実施するため設置している指定管理制度

において、包括協定が満了となる施設との新たな包括協定の締結を行う。 

・耐震改修が実施されていない施設は、八幡体育館、松山体育館、親子スポーツ会館である。

八幡体育館については、酒田市過疎地域持続的発展計画に基づいた改築工事を行う。酒田

市体育館は令和 5 年度をもって廃止し、その他の施設については、施設のあり方を含め

検討を進めていく。 

・施設整備方針により、耐震改修が実施されていない施設の改修や、国体記念体育館の改修

を行う。老朽化した照明設備は、年次計画により、安全を最優先に屋外の照明設備更新と

屋内照明の LED 化を進めていく。 

・陸上競技場の公認更新が令和 7 年度予定され、公認にはトラックのレーン幅を改修する

必要があるため、改修工事の内容、時期について関係機関と調整を行う。 

 

           

令和 4 年度の事業評価及び令和 5 年度の事業概要について 
資料 1-4 

令和 5年 5月 16日 

スポーツ振興課作成 



 

       

 数値目標                                    

 

 

 関連事業                                     

 

スポーツ施設の延べ利用者
数

764,600人
H29　758,144人 587,741人

（R11　770,000人）

ＫＰＩ

指標値（Ｒ６） 現状値 現状値（Ｒ４）

№ 事 業 名 

指 標 事業費（千円） 

指標名 単位 
R3 年度 R4 年度（決算） 

R4 年度 R5 年度（予算） 

1 体育施設整備事業 年度内事業の完了 － 
一部 R4継続 8,350 

終了 61,489 

（事業概要） 

○体育施設の維持管理に要する修繕や競技備品の整備を行い、安全で快適なスポーツ環境を

提供する。 

・修繕料／光ケ丘プール稼働床修繕【債務負担行為】 

・委託料／光ケ丘野球場電光掲示板システム改修【債務負担行為】 

・工事費／光ケ丘野球場照明塔撤去工事 

・備品購入費／陸上競技場スリットビデオシステム 

2 
国体記念体育館改

修事業 年度内事業の完了 － 
終了 469,334 

R5 継続 1,421,655 

（事業概要） 

○国体記念体育館の大規模な改修工事を行い、安全で快適なスポーツ施設の環境を提供する。 

・工事費／国体記念体育館改修   ・委託料／工事監理業務委託 

※設計に基づき、令和４年度から５年度にかけて大規模改修工事を実施予定。 

3 
八幡体育館改築事

業 年度内事業の完了 － 
- - 

- 23,951 

（事業概要） 

○酒田市過疎地域持続的発展計画に基づいた改築工事を実施し、安全で快適なスポーツ環境

を提供する。 

・委託料／地盤調査及び基本実施設計（継続費） 

※設計に基づき、令和６年度以降に既存体育館解体と改築工事を実施予定。 

4 体育施設管理事業 スポーツ施設の利用者数 人 
529,494 335,313 

587,741 317,176 

（事業概要） 

○市内 42体育施設の維持管理経費。 

・施設修繕料   ・燃料費及び光熱水費   ・施設管理委託料 

・指定管理 4団体の指定管理委託料 

・体育施設備品購入費 


